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お礼のご挨拶 

２月１日に開催いたしまし

た、「北口雄幸と語る新春の集

い」に際し、多くの皆さんのご

参加をいただき、無事終了する

ことができました。心からお礼

を申し上げます。 

また、準備の不手際から会場

に入れなかった皆さんに対し、

衷心よりお詫び申し上げます。

お陰様で、北口道議も元気で

活動を続けております。これか

らも変わらぬご支援をいただ

きますようお願いし、お礼と致

します。 

士別市後援会長 小貫勝太郎

北海道議会議員 北口 雄幸

                              

    多
数
の
参
加
に
感
激 

「
北
口
雄
幸
道
議
と
語
る
新

春
の
集
い
」
が
、
２
月
１
日
士

別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
四
百
名

を
超
え
る
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

ま
ず
、
小
貫
会
長
が
主
催
者

を
代
表
し
て
挨
拶
。
そ
の
後
、

来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い

た
佐
々
木
隆
博
代
議
士
、
青
木

次
郎
北
海
道
公
営
企
業
管
理
者

か
ら
激
励
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

農
業
と
医
療
を
守
る 

松
岡
恭
子
婦
人
部
長
か
ら
花

束
を
受
け
た
北
口
道
議
は
、「
昨

年
の
４
月
、
皆
さ
ん
の
力
で
道

政
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
地
方
が
元
気
に
な
る
た
め

に
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

と
安
心
し
て
住
む
た
め
の
医
療

を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
地
方
が
も
っ
と
元

気
に
な
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も

頑
張
る
」
と
、
決
意
を
新
た
に

し
た
道
政
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
鏡
開
き
で
は
、各
界

の
代
表
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

今
年
１
年
の
発
展
を
誓
い
合
い
、

山
口
信
夫
美
深
町
長
の
乾
杯
で

祝
宴
に
入
り
、
沖
田
龍
児
道
議

会
議
員
（
苫
小
牧
市
）、
富
樫
秀

文
上
川
支
庁
長
、
伊
藤
喜
代
志

比
布
町
長
、
五
十
嵐
誠
鈴
木
宗

男
代
議
士
秘
書
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ

き
、
締
め
は
、
岡
田
久
俊
士
別

市
議
会
議
長
の
三
本
締
め
で
集

い
を
閉
会
し
ま
し
た
。 

郷土
ふ る さ と

の想
お も

いを形
かたち

に 
北口雄幸道議、新春の集いで決意あらたに！ 

ゆゆ
うう
ここ
うう
便便
りり  
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政
治
の

原
点
は
、

現
場
・

生
活
・

ふ
る
さ
と 

早
い
も
の

で
皆
様
に
国

会
へ
送
っ
て

い
た
だ
き
、
二

年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
小
泉
・
安

部
政
権
で
は
規
制
緩
和
、
構
造
改

革
路
線
の
も
と
格
差
が
拡
大
し
、

こ
の
歪
み
を
直
そ
う
と
し
た
福

田
政
権
で
は
景
気
・
経
済
は
回
復

せ
ず
、
霞
ヶ
関
や
族
議
員
の
復
権

を
許
し
て
き
ま
し
た
。 

民
主
党
に
参
院
第
一
党
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
力
は
、
新
た
な

政
治
の
展
開
を
創
り
出
し
、
年
金

＝
厚
労
省
、
道
路
特
定
財
源=

国

交
省
、
イ
ー
ジ
ス
艦
あ
た
ご
衝
突

事
故
＝
防
衛
省
な
ど
、
追
及
の
み

な
ら
ず
対
案
提
示
の
国
会
審
議

は
、
霞
ヶ
関
＝
官
僚
政
治
か
ら
国

民
主
権
・
地
域
主
権
へ
の
大
き
な

う
ね
り
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

私
の
政
治
の
原
点
は
、
「
現

場
・
生
活
・
ふ
る
さ
と
」
で
す
。

「
故
郷
」
を
人
一
倍
愛
す
る
北
口

道
議
と
共
に
北
海
道
再
生
へ
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。 

衆
議
院
議
員 

さ
さ
き
隆
博
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平
成
20
年
第
１
回
定
例
道
議

会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
26

日
ま
で
の
30
日
間
の
日
程
で
開

会
さ
れ
ま
し
た
。 

今
定
例
議
会
は
、
平
成
20
年

度
の
道
予
算
を
決
め
、
地
域
間

の
格
差
解
消
、
景
気
回
復
、
地

域
医
療
の
確
保
な
ど
、
重
要
な

課
題
が
山
積
す
る
議
会
で
も
あ

り
ま
し
た
。 

民
主
党
・
道
民
連
合
は
、
代

表
質
問
に
池
本
柳
次
議
員
（
十

勝
支
庁
）
が
登
壇
、
一
般
質
問

で
は
、
北
口
道
議
を
含
む
11
名

が
、
当
面
す
る
道
政
課
題
な
ど
、

道
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て 

北
口
道
議
は
、
地
方
に
お
け

る
医
師
不
足
や
公
立
病
院
会
計

の
赤
字
問
題
、
自
治
体
病
院
等

の
広
域
連
携
構
想
な
ど
に
つ
い

て
、
各
地
を
視
察
調
査
し
た
結

果
を
も
と
に
質
問
し
ま
し
た
。 

医
療
の
役
割
と
責
任
は 

問 

国
民
の
生
命
と
健
康
を 

守
る
の
は
、誰
の
責
任
で
行
い

質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
20

年
度
の
予
算
は
、
一
般
会
計
２

兆
９
０
９
０
億
円
を
可
決
し
ま

し
た
。 

国
と
道
と
市
町
村
の
役
割
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
。 

答 

国
は
医
師
の
養
成
や
医

療
保
険
制
度
な
ど
を
担
い
、
道

は
地
域
医
療
に
お
け
る
医
療
供

給
体
制
の
整
備
と
地
域
医
療
の

確
保
に
係
る
施
策
を
推
進
、
市

町
村
は
、
住
民
に
身
近
な
医
療

や
保
健
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
一

体
と
な
っ
た
包
括
的
な
ケ
ア
体

制
の
整
備
が
役
割
だ
。 

問 

小
児
科
の
夜
間
休
日
に

お
け
る
子
ど
も
の
救
急
受
診
が

増
加
す
る
傾
向
だ
。
救
急
受
診

緩
和
に
向
け
、
小
児
救
急
電
話

相
談
事
業
を
強
化
す
べ
き
で
は
。 

答 

こ
れ
ま
で
平
日
の
み
の

相
談
体
制
で
あ
っ
た
。
今
年
４

月
か
ら
は
土
曜
日
も
実
施
す
る
。 

問 

道
は
、
自
治
体
病
院
等
広

域
化
・
連
携
構
想
を
ま
と
め
た

が
、
こ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
、

道
の
役
割
と
責
任
は
。 

答 

道
内
30
の
区
域
毎
に
設

置
す
る
検
討
会
議
に
お
い
て
、

地
域
医
療
の
確
保
と
病
院
経
営

の
健
全
化
な
ど
に
つ
い
て
協
議

す
る
。
道
は
こ
の
会
議
の
事
務

局
を
保
健
所
が
担
い
必
要
な
情

報
提
供
や
助
言
に
努
め
る
。 

医
師
確
保
の
約
束
を 

問 

地
域
医
療
を
守
る
た
め

に
は
、
医
師
の
安
定
的
な
派
遣

の
約
束
が
不
可
欠
だ
。
道
が
責

任
を
持
っ
て
大
学
病
院
等
や
大

規
模
病
院
な
ど
と
連
携
し
、
医

師
派
遣
の
約
束
を
取
り
付
け
る

努
力
を
す
べ
き
で
は
。 

答 

北
海
道
医
療
対
策
協
議

会
の
医
師
派
遣
連
調
整
分
科
会

に
お
い
て
、
構
成
員
で
あ
る
三

医
育
大
学
や
民
間
病
院
な
ど
に

対
し
、
医
師
派
遣
を
要
請
し
て

い
く
。 

問 

医
療
機
器
を
は
じ
め
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
つ
い
て

地
域
の
医
療
資
源
に
つ
い
て
の

議
論
す
る
場
も
必
要
で
は
。 

答 

検
討
会
議
の
構
成
員
は
、

市
町
村
、
医
療
機
関
や
関
係
団

体
、
住
民
代
表
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
医
療

従
事
者
を
加
え
る
な
ど
、
地
域

事
情
に
応
じ
た
対
応
を
す
る
。 

通
院
の
足
を
守
れ
！ 

問 

病
院
が
広
域
化
さ
れ
る

と
通
院
の
エ
リ
ア
は
よ
り
広
く

な
る
。
患
者
の
足
を
ど
の
よ
う

に
守
る
の
か
。 

答 

患
者
の
通
院
手
段
の
確

保
や
救
急
搬
送
体
制
の
整
備
な

ど
が
課
題
。
今
後
、
市
町
村
が

行
う
通
院
バ
ス
の
運
行
や
患
者

輸
送
車
の
整
備
な
ど
の
取
り
組

み
に
対
し
、
補
助
制
度
を
最
大

限
活
用
し
て
支
援
し
、
地
域
住

民
の
利
便
性
の
確
保
に
努
め
る
。 

問 

今
年
、
２
機
目
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
調
査
費
を
計
上
し

た
が
、
ど
の
地
域
に
配
置
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。 

答 

未
整
備
圏
域
に
お
け
る

救
命
医
療
の
機
能
や
救
急
搬
送

状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、

新
た
な
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入

地
域
や
基
地
病
院
の
選
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。 

問 

公
立
病
院
特
例
債
を
発

行
し
て
も
な
お
市
町
村
全
体
の

財
政
が
悪
化
し
て
い
る
市
町
村

第
一
回
定
例
道
議
会
報
告
（
２
月
2６
日
〜
３
月
26
日
） 

医
師
確
保
・
地
域
医
療
問
題
で
一
般
質
問
す
る
北
口
道
議
（
３
月
11
日
）

北
口
道
議

一
般
質
問
に
お
い
て 

地
域
医
療
と
公
立
病
院
支
援
を
質
問 
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に
対
し
、
低
利
融
資
制
度
や
利

子
補
給
な
ど
、
道
独
自
の
財
政

を
行
う
べ
き
で
は
。 

答 
市
町
村
振
興
基
金
の
見

直
し
な
ど
、
市
町
村
財
政
の
健

全
化
の
加
速
に
向
け
た
対
応
に

つ
い
て
、
鋭
意
検
討
し
て
い
く
。 

採
択
さ
れ
た

決
議
・
意
見
書 

▼
２
０
１
６
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京

誘
致
を
支
援
す
る
決
議
▼
道
路
整

備
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す

る
意
見
書
▼
地
方
議
会
議
員
の
位

置
づ
け
の
明
確
化
を
求
め
る
意
見

書
▼
北
方
領
土
問
題
の
解
決
促
進

に
関
す
る
意
見
書
▼
精
神
科
医
療

の
充
実
に
向
け
て
の
意
見
書
▼
保

育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

に
対
す
る
子
育
て
支
援
予
算
の
財

政
措
置
に
関
す
る
意
見
書
▼
米
国

の
「
北
朝
鮮
に
対
す
る
テ
ロ
支
援

国
家
解
除
」
に
反
対
す
る
意
見
書

▼
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
書
▼
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
関
す
る
意
見
書
▼
飼
料
価

格
の
高
騰
対
策
に
関
す
る
意
見
書

▼
輸
入
食
品
の
検
査
・
検
疫
体
制

の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
意
見
書

▼
地
域
医
療
を
担
う
医
師
の
養
成

を
求
め
る
意
見
書
▼
安
定
的
な
雇

用
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
▼
改

正
建
築
基
準
法
施
行
の
影
響
に
対

し
実
効
性
あ
る
対
策
を
求
め
る
意

見
書 

                              

                              

                              

                              

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録

１
月
〜
３
月

 

佐々木代議士と行った新春街宣：西條前1月2日

名寄地域の首長・議長から要請：名寄市1月18日

富良野市消防出初式＆新年交礼会に参加：1月7日

名寄市議会の皆さんと研修懇談会：2月13日 

高橋知事に新年度予算の要望と提言：1月29日

鈴木宗男代議士と握手：名寄の集いにて2月10日

←
士
風
山
登
山
会
〜
３
月
22
日 
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。（
１
月
〜
３
月
分
） 

 ◆
１
月
14
日【
佐
々
木
隆
博
代
議

士
を
囲
む
新
年
交
礼
会
】
▼
佐
々

木
隆
博
代
議
士
の
新
年
交
礼
会

が
、
今
日
（
14
日
）
開
催
さ
れ

た
。
道
議
時
代
か
ら
数
え
て
22

回
目
と
な
る
今
回
の
交
礼
会
は
、

多
く
の
支
持
者
の
皆
さ
ん
が
集

ま
り
、
近
づ
く
解
散
総
選
挙
に

向
け
、
佐
々
木
代
議
士
の
再
選

を
誓
い
合
っ
た
▼
私
も
来
賓
と

し
て
ご
挨
拶
の
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
、
前
回
の
選
挙
の
資

料
を
も
と
に
「
前
回
の
結
果
は

士
別
で
大
量
得
票
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
勝
利
に
繋
が

っ
た
。
次
回
も
皆
さ
ん
の
お
力

を
お
貸
し
願
い
た
い
」
と
挨
拶

▼
佐
々
木
代
議
士
は
、「
２
年
４

ヶ
月
国
政
に
参
画
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
こ
の
間
、
政
治
は
誰

の
た
め
の
も
の
か
な
ど
、
常
に

ふ
る
さ
と
を
思
い
活
動
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
思
い
は

変
わ
ら
な
い
。
次
の
選
挙
は
自

分
の
中
で
過
去
一
番
の
厳
し
い

選
挙
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
思
い

を
受
け
て
し
っ
か
り
闘
う
」
と

決
意
を
の
べ
ら
れ
た
。 

◆
２
月
３
日
【
糸
魚
小
学
校
百
周

年
＆
新
校
舎
落
成
記
念
式
典
祝

賀
会
】
▼
今
日
（
３
日
）、
朝
日

町
に
あ
る
士
別
市
立
糸
魚
小
学

校
の
開
校
百
周
年
・
新
校
舎
落

成
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
▼
（
中

略
）
近
代
的
な
新
校
舎
は
、
朝

日
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
木
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
な
が
ら
、

広
く
明
る
く
温
か
い
校
舎
と
な

っ
て
い
る
▼
こ
の
日
の
記
念
式

典
・
祝
賀
会
に
は
、
歴
代
の
校

長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
教
職

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
そ
し
て
町

内
の
皆
さ
ん
が
多
数
参
加
し
、

百
年
の
歴
史
を
祝
し
た
。
私
は
、

祝
賀
会
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
「
学

校
は
、
地
域
に
お
け
る
文
化
と

情
報
の
発
信
基
地
。
簡
単
に
無

く
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
お
話

し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

◆
３
月
13
日
【
国
際
交
流
の
つ

ど
い
】
▼
昨
日
（
12
日
）、
道
議

会
議
員
全
員
で
構
成
し
て
い
る

「
国
際
経
済
・
文
化
交
流
促
進

北
海
道
議
会
議
員
連
盟
」
主
催

の
北
海
道
議
会
「
国
際
交
流
の

つ
ど
い
」
が
札
幌
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
私
も
出
席
し

て
き
た
▼
こ
の
つ
ど
い
に
は
、

北
海
道
に
領
事
館
や
事
務
所
が

あ
る
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
総
領

事
館
、
大
韓
民
国
総
領
事
館
、

ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館
、
中
華

人
民
共
和
国
総
領
事
館
、
サ
ハ

リ
ン
州
代
表
部
な
ど
の
総
領
事

を
は
じ
め
と
す
る
、
領
事
の
皆

さ
ん
な
ど
が
参
加
し
、
短
時
間

で
は
あ
っ
た
が
交
流
を
深
め
た
。

私
は
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
と
な
っ

た
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ー
ナ
・
Ａ
・

ウ
ェ
ル
ト
ン
総
領
事
と
お
話
し

し
、
記
念
撮
影
も
し
て
い
た
だ

い
た
。
総
領
事
は
、
北
海
道
に

観
光
で
２
度
ほ
ど
来
た
こ
と
が

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
上
手
な
日

本
語
で
会
話
を
し
、
私
の
名
刺

を
見
て
、「
士
別
で
す
か
」
と
質

問
す
る
な
ど
、
漢
字
も
知
っ
て

い
る
こ
と
に
私
は
驚
い
た
。
こ

れ
か
ら
の
社
会
、
国
際
交
流
は

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
必
要

な
の
で
あ
ろ
う
。
私
も
視
察
な

ど
を
通
じ
て
、
国
際
感
覚
を
身

に
つ
け
る
必
要
を
感
じ
た
と
こ

ろ
だ
。 

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記 

h
ttp
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ita
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u
c
h
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e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】 

▼
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
道
議
会
に
参
画
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
ま
も
な
く
１
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
▼
最
近
、
私

自
身
よ
く
考
え
る
の
が
、『
政
治

家
の
仕
事
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
』
と

言
う
こ
と
だ
。
皆
さ
ん
か
ら
税
金

を
納
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
お
金

（
税
金
）
を
誰
に
ど
の
よ
う
に
使

い
、
法
律
や
条
例
で
社
会
の
ル
ー

ル
を
決
め
る
。
そ
れ
が
政
治
家
の

仕
事
な
の
だ
▼
と
こ
ろ
が
、
都
市

と
地
方
の
格
差
、
地
域
医
療
の
崩

壊
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
負
担

増
な
ど
、
ど
う
も
お
金
の
使
い
方

が
従
来
と
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
よ
う
だ
▼
こ
ん
な
時
こ
そ
、
誰

の
た
め
の
政
治
を
ど
の
よ
う
に

す
る
か
を
心
に
決
め
て
仕
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ

う
▼
ど
う
や
ら
、
最
近
は
、
地
方

や
弱
者
の
た
め
の
仕
事
を
し
て

い
る
政
治
家
が
減
っ
た
事
が
、
こ

の
よ
う
な
格
差
に
繋
が
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る

と
、
来
る
べ
き
総
選
挙
は
き
わ
め

て
重
要
だ
。
私
た
ち
の
思
い
を
共

有
す
る
佐
々
木
隆
博
さ
ん
が
再

び
国
会
で
仕
事
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
。（
ゆ
う
こ
う
） 
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